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自己紹介 

 

・９年前に、小学校教諭を退職 

 

・退職後の人生を考えて… 

 ①春日部市で何かできないか 

 ②春日部市内の小学校勤務だったため、 

  教え子がたくさんいる 

 ③スポーツが好き、社会科の資格がある 
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現在、様々な委員として活動中 
 

 ○スポーツ推進員   ９年 

 ○生涯学習市民推進員 ７年 

 ○社会教育委員    ５年 

   本日は、 
   ①社会教育委員 
   ②市内にて活動する学習者 
  という２つの立場から、春日部市の 
  生涯学習の推進について発表します。  
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 平成１７年１０月に旧春日部市と旧庄和町が合併。  

「新春日部市」誕生 
 

・各団体からの選出委員１１名、学識経験者２名、 

 公募による委員２名の計１５名で構成されており 

 任期は２年 
 

・年３回程度会議を行い、教育委員会に 

 提言等を行うのが主な活動 

春日部市社会教育委員の概要 
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社会教育委員による研究 

 

・社会教育委員は、２年の任期の間に、 

 １つのテーマを決めて研究に取り組む。 

 

・成果を教育委員会に提出し、 

 社会教育の更なる発展を目指す。 
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①団体支援に向けた建議・提言 

・平成１９年度 

「社会教育関係団体の支援のあり方について」 

                （建議）   

 

 

・平成２１年度 

「社会教育関係団体の活性化について」 

                （提言） 
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②市民との協働についての提言・報告 

 

・平成２３年度 
「市民との協働で進める 
       社会教育事業のあり方について」 
                   （提言） 
 
・平成２５年度 
「市民との協働で進める 
        社会教育事業の実現に向けて」 
                   （報告） 
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③社会教育行政における「連携」拡充 

 

・平成２７年度 

「社会教育行政が推進する連携拡充策について」 

                  （提言） 

 

・平成２８年度～（現在） 

「これからの社会教育関係団体の 

         支援のあり方について」 
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 平成１９年３月 

 

 「春日部市生涯学習推進計画」策定。 

 計画期間は平成１９年度から平成２８年度までの
１０年間としていたが、上位計画の市総合振興計画
の策定に合わせ、平成３０年まで計画期間を延長。 

春日部市の生涯学習の推進について 

9 



 市民主体の学習や活動がより拡充していく中、

その学習成果がまちづくりに生かされ、市民と行

政の協働により、市民一人ひとりが住む喜びと豊

かさを実感し、充実感のある生活を送ることがで

きる個性ある魅力的なまちづくりを進めることを

目的とし、生涯学習の推進に取り組んでいる。 

春日部市の生涯学習の推進について 
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「指導者」として活動する市民 

「学習者」として活動する市民 

２つの立場から見た提言の実現に向けた取り組み 
 

指導者…生涯学習人材情報登録制度の発展 
 

学習者…生涯学習パスポート[はるがく帳] 

11 



＜生涯学習人材情報登録制度＞ 

 「教えたい人」と「学びたい人」を結びつける。 

 

・平成２８年度の講師登録は１９５件。 

 ボランティア登録は２５名。 

 

・年間の利用は５８件。（平成２７年度実績） 

 

 

 

 

「指導者」からみた取り組み 
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・活躍する機会は、一部の人や特定の 

 分野に偏ってしまう。 

  

・市民の希望する学習分野の講師登録 

 が必ずしもあるわけではなく、市民 

 ニーズに対応しきれない。 

人材情報登録制度における課題 
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人材情報登録制度のさらなる活用 

・平成２３年度 社会教育委員の提言 

  
生涯学習人材情報登録制度の活用 

人材情報登録 

対象の拡大 

かすかべし出前
講座での活用 

(仮称)春日部
市民塾の設置 
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人材情報登録対象の拡大 

個人登録のみ 

団体登録 個人登録 ボランティア登録 

より多くの市民が活躍できる機会が増える！ 
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かすかべし出前講座での活用 

・従来のかすかべし出前講座とは… 

 行政への理解と地域やまちづくりへの関心を 

 高めるため、市職員が市民の学習の場へ行き、 

 講義・実技を行うもの。 

講師は「市職員」のみで、講座メニューも 
行政・まちづくりなどに限られていた 
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・市民講師による講座メニュー開設 

 生涯学習人材情報に登録してる市民・団体による 

 「かすかべし出前講座 市民講師編」を開設。 

   

  

 

 

  

趣味・教養講座など 
幅広い分野まで講座内容が拡充。 

誰でもできる筋トレ・脳トレ 

鉄道とキップの歴史・種類 

美文字を書こう 

１２３種類の市民講師 

メニューが開設中 
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（仮称）春日部市民塾の設置 

・市民塾とは… 
 「生涯学習人材情報登録者」が、 

 一定期間の講座を 

 自主的に企画運営するもの。 
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・平成２６年度…前進となる「企画学習会」を設置。 

 前・後期合わせて２８教室実施。 

 

 

はじめての水彩画 

大切な人に贈る 
いけばな 
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・平成２７年度…「生涯学習市民塾」に 名称変更。 

 前・後期合わせて２９教室実施。 

おもしろ漢字講座 

文化箏 
～小さなお箏で 

「荒城の月」を奏でよう～ 20 



・平成２８年度…前期・中期・後期の３期制に変更。 

 前・中・後期合わせて５５教室実施。 

納涼祭で和太鼓を
叩いてみよう 

誰でもできる 
筋トレ・脳トレ 
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・市民塾のメリット 
 

生涯学習人材情報登録者の活動する機会の増加 

複数回の講座を実施することによる、 
指導者としての資質向上 

市民の学習ニーズに沿った講座の調査・開設 
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・Ｈ２３ 社会教育委員会議提言より 

 

 

「学習者」 からみた取り組み 
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市民の学習意欲向上に繋げるため、 
学んだ経歴が記録できる 

「仮称 生涯学習パスポート」 
         の作成・活用を 

  →実現に向けて取り組みを始める。 



・平成２５年６月 

 生涯学習パスポートの愛称を 

 市民より募集・選定 

 

・平成２５年７月 

 生涯学習パスポートの愛称が 

 「はるがく帳」に決定 

 

愛称の募集 
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・平成２５年９月２０日 

 「はるがく帳」運用開始 

 

・平成２７年１０月 

 表紙を一般公募し、 

 リニューアル 
 

 

 

「はるがく帳」運用開始 
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・「はるがく帳」現在までの配布数 

 ３,０５７冊 （平成２８年１２月末現在） 
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・総ページ数…１００ページ 

 

・自ら学んだ内容や習得した資格、学んだ成果を活かした 

ボランティア活動や地域活動などを、ひとつの学びの行動 

として１ページごとに記録する。 

 

・１ページにつき「１はる」と単位を数えて、記録する。 

「はるがく帳」の使い方 
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・単位認定・奨励賞 

①「１００はる」(１冊修了)達成すると、単位認定証を授与。 

単位認定回数…４０回 

奨励賞授与回数…１０回 

②「３００はる」(３冊修了)達成で、奨励賞が授与される。 

（平成２８年１２月末現在） 
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私のはるがく帳活用について 

 

・平成２６年１月３１日 

 初めて「１００はる」を達成し、 

 単位認定申請。 

 

・平成２６年９月２７日 

 「３００はる」達成。 

 第一号奨励賞受賞者となる。 ↑奨励賞受賞式の様子 
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・平成２７年１０月２９日 

 通算「６００はる」達成。 

 二度目の奨励賞授賞。 

 

・平成２８年９月８日 

 通算「９００はる」達成。 

 三度目の奨励賞受賞。 

 

・現在、１１冊目のはるがく帳を活用し、 

 日々学習活動に取り組んでいる。 
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「はるがく帳」で学んだことを振り返って… 
 

①市民の多くの発表会、作品展を鑑賞・経験して 
  発表会での姿に感動したり、作品展では、市民の作品 

  ならではの「味」が出ていたりと、市民一人ひとりの 

  努力を感じることができる。 

 

②知人の作品や発表会との偶然の出会い 
 ２０数年ぶりに知人と再会して驚いたり、 

 自分の趣味を活かし、日々頑張っていることを知り 

 刺激を受ける。 

  

 出歩いていればこその出会いが広がっている 
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コタツに入り、テレビを見るのもいい。 

コーヒーを飲みながら、読書するのもいい。 

しかし私は、 

人との関わりを持った生き方 

                が好きです。 

「はるがく帳」を通して得たことを、 

社会教育委員の１人として、市民のために 

活かしていきたい。また、自分も楽しみながら 

気軽に学んでいきたい。 
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＜まとめ＞ 
学びの循環のある地域を目指して 

①指導者としての市民もまた、学習者。 
  

 指導者として活動する市民も、学習に参加  

 する市民の一人。指導者としての資質向上を 

 目指したり、新たな学びを得るため日々、 

 学習者する指導者として活動の幅を広げている。   
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②学習者が、将来の指導者になる。 
 

 「市民塾」や「はるがく帳」を活用し、 

 学びを深めていく中で、自分の得意分野を 

 見つけたり、伸ばしたりできる。 

   

 →市民による指導者の新たな担い手が 

  生まれるきっかけとなる。 
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③学びの循環が生まれる。 
 

  

  

指導者 学習者 
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「学びたい」「教えたい」人がいきいきと 

 活動できる生涯学習都市を創造していきます！ 

春日部市はこれからも、 

市民の皆様と一緒に 
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